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■傍聴に関するお問い合わせは議会事務局へ ☎82-2101 ■議会ホームページ http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

村内小中学生による模擬議会
［令和元年１２月２６日］

　１２月２６日（木）午前９時30分より、村内小中学生による模擬議会が議場
にて開催されました。
　昨年は中学校の生徒が参加しましたが、今年は小学生も交え１０名の小中
学生議員が議場へ参集しました。緊張した面持ちながらも、子ども達ならで
はの視点で一般質問を行い、村に対する疑問や提案など、活発な議論が交わされました。
　議会終了後には、廣瀬和吉議長より「部活や読書に関する質問から人口減少対策や福祉など、本村の課題ともいえ
る質問まで出て、子ども達の意識の高さに感心いたしました。本日の経験を今後の学校生活に活かしていただくとと
もに、天栄村の将来を担っていってもらいたい。」との講評がありました。

が村内小中学生 村 政 を 問 う

❶村施設でのボランティア活動について
❷吹奏楽部の楽器の購入について

森　優希さん（天栄中）1番
❶人口減少の現状と今後の予想について
❷人口減少の今後の対策について

田代博美さん（湯本小）6番

❶温泉施設の建設について
❷スポーツ施設の充実について

添田明悦君（天栄中）2番
❶台風および大雨被害に対する村の防災対策
について
❷避難所開設の判断基準と住民に対する的確
な避難所誘導について

星　雪音さん（湯本中）7番

❶商業施設の誘致について
❷買い物等の不便な状況について

佐藤未空さん（広戸小）3番
❶村のイベント開催について
❷鳳坂トンネル開通後における産業振興の計
画について

松川佳太君（天栄中）8番

❶大里地区の外灯設置計画について
❷道の駅季の里てんえい前の横断歩道設置
について

小針杏奈さん（大里小）4番
❶村の福祉施設について
❷今後の福祉施設や介護サービスについて

神尾朋哉君（天栄中）9番

❶村民や児童生徒に対する読書活動推進につ
いて
❷文化の森てんえい図書室の蔵書選定と蔵
書数について

廣瀬文佳さん（牧本小）5番
❶通信可能範囲の拡大について
❷村のインターネット通信環境の推進状況に
ついて

室井朱梨さん（湯本中）10番
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村議会議員  一同

議長
廣瀬 和吉
議長

廣瀬 和吉
議長

廣瀬 和吉

　令和元年１２月定例会では、会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定や他条例の一部改正、令和元年度一般会計補正
予算など１２議案が提出され、全会一致で可決しました。
　また、請願・陳情ともに提出がなかったため、本定例会では審議は行
われませんでした。
　開会日から２日間にわたり、４名の議員が一般質問を行い、災害復旧
事業や新道路建設などについて問いました。

12月定例会［会期］ 12月4日～9日まで

条例の制定や一部改正、補正予算など
１２議案を可決

Pickup!! ［議案第１号］ 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
 条例の制定について

［会計年度任用職員とは］

会計年度任用職員に関する条例を来年４月１日より施行
　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により、地方公務員法第22条の2で新たに規定
される「会計年度任用職員」の給与及び費用弁償に関する事項について、条例を制定することを可決しました。

　一会計年度を超えない範囲で置かれる一般職の非常
勤職員のこと。現在の臨時事務員等がこの職に移行され
ます。常勤の職員と比べた１週間あたりの勤務時間により
２つに分類されることとなります。また、会計年度任用職
員は期末手当を支給することができるようになりました。

可決

南沢地区の道路法面の崩落
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令和２年

議会での質疑と答弁

来年度からは基本的に第一号会計年度任用職員に位置付けることとしております。
人件費につきましては、期末手当を支給したとしても、本年度の総人件費を超えないよう予算編成
に努めてまいります。

［総務課長］A

役場で雇用する第一号、第二号にあたる臨時職員の人数は何名になるのか。また、期末
手当を支給することによる村の予算総額はいくらになるのか。

［渡部議員］Q

常勤職員については、来年度の採用試験を行っており、人数が増加する見込みです。そのため、臨
時職員を現状と同じ人数で雇用することはせず、常勤職員が増えれば、臨時職員は減らす必要が
あると考えております。
必要性のある部署など全体的なバランスを考慮し、配置や人数、勤務時間について決めてまいります。

［総務課長］A

本年度の総人件費を超えない範囲ということは、調整によっては人数の減や勤務時間が
短くなるということになる。現在でも、常勤職員でかなりの残業のある部署もあると聞い
ているが、常勤職員の負担も考慮した上で金額を抑えるということなのか。

［小山議員］Q

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。

分類
第一号会計年度任用職員 第二号会計年度任用職員
常勤職員よりも勤務時
間が短い非常勤職員

常勤職員と同じ勤務時
間の非常勤職員
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号

号

主な議案審議の内容

予定価格が700万円を超えるものについては、議会の議決が必要となるためです。
［総務課長］A

学校給食用の食器類などは衛生面などに配慮したものとなっているため、通常一般家庭
で使用するものとは異なっております。

［学校教育課長］A

財産の取得となっているが、備品というよりは消耗品のよう
な食器類が多いが、なぜ財産取得としたのか。また、一つあ
たりの単価が高いような気がするが、妥当な価格なのか。

［小山議員］Q

可決Pickup!! ［議案第１０号］ 令和元年度一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に２,３３５万円を追加

増額補正の
主なもの

●地域おこし協力隊1名にかかる追加補正 91.3万円
　※令和2年1月1日より雇用商 工 費

●デジタルトランシーバー購入（60台） 440万円
　※災害時等における消防団の通信手段確保のため配備 消　　防

●屋内スポーツ運動場（季楽里） 195.8万円
　※施設修繕、人工芝維持工事
●総合農村運動広場防犯照明設置 107.7万円

公共施設

12月定例会その他審議結果一覧表
事　件号 内　容 結果

天栄村表彰条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決4

令和元年度天栄村一般会計補正予算について 原案可決10

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決9

議案

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定に
ついて1 3ページ参照

4ページ参照

令和元年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について 原案可決11 歳出の補正

原案可決

令和元年度天栄村水道事業会計補正予算について12 原案可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について2 原案可決

天栄村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する
条例の制定について5 原案可決

天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について6 原案可決

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について7 原案可決

村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の
制定について8 原案可決

天栄村交通教育専門員設置条例の一部を改正する条例の
制定について3 原案可決

いずれも地方公務員法および地方
自治法の改正に伴う所要の改正

収益的収入及び支出の予定額の補正

いずれも成年後見人等の権利の制
限に係る措置の適正化等を図るた
めの関係法律の整備に関する法律
等の改正に伴う所要の改正

いずれも人事院勧告および福島県
人事委員会勧告に基づく、期末・勤
勉手当の支給率等の改正

議案

事　件号 内　容

財産の取得に関し議決を求めることについて1
天栄村学校給食センター調理器具等一式
契約金額 977万7,460円
契約の相手 福島アイホ―調理機(株)

増床した部分の西側、建物から離れた場所で法面が崩落し
た状況です。

［住民福祉課長］A

天栄ホーム災害復旧費とあるが、どのような状況なのか。
［服部議員］Q

堰の修繕や法面の崩落、水路の復旧などの対応といったも
のがあげられます。

［建設課長］A

大きな災害については、災害査定を受けており、採択となれば今のところ受益者負担なし
でいくというふうに村では考えております。査定から抜けてしまった部分については、なる
べく受益者負担の少ない方向で進めてまいりたいと考えております。

［村長］A

農業施設災害復旧費とあるが、どういったものがあるのか。
また、個人の農地の場合、どのような対応になるのか。

［後藤議員］Q

議案 令和元年度天栄村一般会計
補正予算（第3号）2

（主な内容）
台風19号に伴う災害復旧費用
4億8,032.5万円を追加

議案 令和元年度天栄村農業集落排水事業
特別会計補正予算（第2号）3

（主な内容）
台風19号に伴う災害復旧費用
160万円を追加

可決
　令和元年１１月１１日に開会された第２回臨時会において、次の議案について審議さ
れ、原案どおり全て可決となりました。

令和元年第２回臨時会の議案審議結果 ［期日］ 11月11日

修繕を行う季楽里委嘱状を交付される谷島芳樹さん

2月末に完成予定の学校給食センター

崩落した天栄ホームの法面

被害のあった妙義堰
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　令和元年１２月定例会の一般質問は、１２月４～５日にかけて行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした一
問一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、興
味のある方は会議録の閲覧もできます。

台風による災害復旧事業の状況について1
災害予防対策について2

北畠　正 議員 P71番1

鳥獣被害の対策について1
いじめ問題について2

熊田 喜八 議員 P88番2

村道芝草鎌房線の新道路建設について1
㈱天栄村振興公社の経営内容について2

揚妻 一男 議員 P96番3

天栄米のブランド力向上について1
今後の防災・減災の在り方について2

後藤　修 議員 P109番4

村
政
を

問
う

一般質問
議会の
豆知識

　「議会」は、住民
の皆さんに代わっ

て村の行財政の運営を監
視する役割があります。
　一般質問は、その議会を
構成する「議員」に与えられ
た権利です。村の事務の執
行状況や村の将来への考
え方について報告や説明
を村長に求めることができ
ます。村民のための適切な
村政運営が図られている
か、質問を行っています。

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
は
、県
内
外

に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
、村
内
で

も
道
路
法
面
の
崩
落
や
農
地
及
び
用

排
水
路
へ
の
土
砂
の
流
入
等
が
多
く
見

ら
れ
、営
農
活
動
に
不
安
が
生
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、今
回
の
台
風
19
号
等
の
被

害
状
況
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
復
旧
工

事
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、多
数
の
箇
所
に
お
い
て
復
旧
工

事
を
実
施
す
る
の
で
、年
度
内
に
完
了

す
る
の
か
、繰
り
越
す
箇
所
が
生
じ
る

の
か
も
伺
い
た
い
。

　
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
降
り

続
い
た
台
風
第
19
号
の
豪
雨
に
よ
り
、

本
村
に
お
い
て
も
、農
地
を
は
じ
め
農

業
用
施
設
や
道
路
な
ど
、広
範
囲
に
お

よ
ぶ
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、被
害
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、

水
田
や
畑
な
ど
の
畦
畔
の
崩
落
な
ど
が

56
箇
所
、農
業
用
施
設
と
し
ま
し
て
は
、

水
路
な
ど
の
損
壊
や
土
砂
の
堆
積
な
ど

が
63
箇
所
、公
共
土
木
関
係
の
村
道
や

河
川
、林
道
な
ど
の
法
面
崩
落
や
路
盤

の
洗
堀
な
ど
の
被
害
が
45
箇
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、台
風
に
よ
る
被
害
の
状

況
把
握
と
応
急
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、今
後
は
、こ
れ
ら
の
災
害
復

旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、単
独
事
業
の
う
ち
農
地
等
の

小
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、過
日
入
札

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
他
の
災

害
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
順
次
工
事
発

注
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、補
助
災
害
に
関
し
ま
し
て
は
、

現
在
、国
の
災
害
認
定
を
受
け
る
た
め

の
災
害
査
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、本
村
の
災
害

査
定
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
ま
で
の

間
に
、農
地・農
業
用
施
設
、林
道
、公

共
土
木
施
設
全
て
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、査
定

完
了
後
速
や
か
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、進
捗
に
よ
っ
て
は
、翌
年
度
に
繰

越
し
と
な
る
箇
所
も
生
じ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、早
期
完
成

に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
の
台
風
19
号
に
お
け
る
災
害
に
つ

い
て
は
、異
常
気
象
に
よ
り
降
雨
量
も

今
ま
で
と
は
違
う
多
量
の
雨
を
降
ら
せ

ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
予
想
で
き
な
い

箇
所
の
河
川
の
氾
濫
や
、土
砂
崩
れ
等

が
起
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、想
定
外
の
大
雨
に
対
し
て
の

予
防
策
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
す
。牧
本・広
戸
地
区
に

つ
い
て
は
上
流
に
防
災
溜
池
の
ダ
ム
が

あ
り
ま
す
が
、大
里
地
区
に
つ
い
て
は
、

小
さ
な
農
業
用
た
め
池
等
は
あ
り
ま
す

が
、防
災
上
重
要
と
な
る
大
き
な
た
め

池
は
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
後
予
想
さ
れ
る
大
雨
等
自

然
災
害
に
対
し
て
大
里
地
区
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
第
19
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、天

栄
村
や
近
隣
の
市
町
村
な
ど
で
記
録
的

な
大
雨
と
な
り
、６
時
間
降
水
量
や
12

時
間
降
水
量
に
お
い
て
、観
測
史
上
１

位
と
な
る
観
測
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、降
り
始
め
か

ら
の
雨
量
は
、本
庁
や
湯
本
観
測
所
に

お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
３
０
０㎜
を
超
す
降

水
量
を
記
録
し
て
お
り
、土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
も
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
と
お
り
、想
定
外
の
大
雨

に
対
す
る
予
防
策
と
し
ま
し
て
は
、台

風
な
ど
の
気
象
情
報
や
発
信
さ
れ
る
警

戒
情
報
な
ど
を
十
分
に
活
用
し
、自
然

災
害
に
対
す
る
警
戒
意
識
を
持
ち
、落

水
対
策
や
避
難
の
意
識
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、農
地
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
に
備
え
、た
め
池
な
ど
の
洪
水
調

整
機
能
の
確
保
、排
水
路
の
管
理
な
ど

日
頃
か
ら
の
維
持
管
理
も
大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
台
風
や
異
常
気
象
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、気
象
情
報
な
ど
を
基

に
、施
設
の
管
理
者
に
よ
る
低
水
位
管

理
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、防
災
た
め
池
な
ど
、確
か
に

有
用
な
対
策
と
思
わ
れ
ま
す
が
、ハ
ー

ド
対
策
に
は
費
用
と
時
間
が
必
要
で
あ

り
、ま
ず
は
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
避

難
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

被害のあった松田北2号線（新屋敷）

災
害
予
防
対
策

に
つ
い
て

2

北
畠
　
正 

議
員

1番

台
風
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
の

状
況
に
つ
い
て

1
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設
と
し
ま
し
て
は
、

水
路
な
ど
の
損
壊
や
土
砂
の
堆
積
な
ど

が
63
箇
所
、公
共
土
木
関
係
の
村
道
や

河
川
、林
道
な
ど
の
法
面
崩
落
や
路
盤

の
洗
堀
な
ど
の
被
害
が
45
箇
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、台
風
に
よ
る
被
害
の
状

況
把
握
と
応
急
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、今
後
は
、こ
れ
ら
の
災
害
復

旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、単
独
事
業
の
う
ち
農
地
等
の

小
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、過
日
入
札

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
他
の
災

害
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
順
次
工
事
発

注
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、補
助
災
害
に
関
し
ま
し
て
は
、

現
在
、国
の
災
害
認
定
を
受
け
る
た
め

の
災
害
査
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、本
村
の
災
害

査
定
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
ま
で
の

間
に
、農
地・農
業
用
施
設
、林
道
、公

共
土
木
施
設
全
て
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、査
定

完
了
後
速
や
か
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、進
捗
に
よ
っ
て
は
、翌
年
度
に
繰

越
し
と
な
る
箇
所
も
生
じ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、早
期
完
成

に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
の
台
風
19
号
に
お
け
る
災
害
に
つ

い
て
は
、異
常
気
象
に
よ
り
降
雨
量
も

今
ま
で
と
は
違
う
多
量
の
雨
を
降
ら
せ

ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
予
想
で
き
な
い

箇
所
の
河
川
の
氾
濫
や
、土
砂
崩
れ
等

が
起
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、想
定
外
の
大
雨
に
対
し
て
の

予
防
策
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
す
。牧
本・広
戸
地
区
に

つ
い
て
は
上
流
に
防
災
溜
池
の
ダ
ム
が

あ
り
ま
す
が
、大
里
地
区
に
つ
い
て
は
、

小
さ
な
農
業
用
た
め
池
等
は
あ
り
ま
す

が
、防
災
上
重
要
と
な
る
大
き
な
た
め

池
は
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
後
予
想
さ
れ
る
大
雨
等
自

然
災
害
に
対
し
て
大
里
地
区
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
第
19
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、天

栄
村
や
近
隣
の
市
町
村
な
ど
で
記
録
的

な
大
雨
と
な
り
、６
時
間
降
水
量
や
12

時
間
降
水
量
に
お
い
て
、観
測
史
上
１

位
と
な
る
観
測
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、降
り
始
め
か

ら
の
雨
量
は
、本
庁
や
湯
本
観
測
所
に

お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
３
０
０㎜
を
超
す
降

水
量
を
記
録
し
て
お
り
、土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
も
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
と
お
り
、想
定
外
の
大
雨

に
対
す
る
予
防
策
と
し
ま
し
て
は
、台

風
な
ど
の
気
象
情
報
や
発
信
さ
れ
る
警

戒
情
報
な
ど
を
十
分
に
活
用
し
、自
然

災
害
に
対
す
る
警
戒
意
識
を
持
ち
、落

水
対
策
や
避
難
の
意
識
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、農
地
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
に
備
え
、た
め
池
な
ど
の
洪
水
調

整
機
能
の
確
保
、排
水
路
の
管
理
な
ど

日
頃
か
ら
の
維
持
管
理
も
大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
台
風
や
異
常
気
象
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、気
象
情
報
な
ど
を
基

に
、施
設
の
管
理
者
に
よ
る
低
水
位
管

理
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、防
災
た
め
池
な
ど
、確
か
に

有
用
な
対
策
と
思
わ
れ
ま
す
が
、ハ
ー

ド
対
策
に
は
費
用
と
時
間
が
必
要
で
あ

り
、ま
ず
は
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
避

難
に
心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議 
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年
々
、鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
ま
す
が
、こ
の
問
題
に
対
し

て
、村
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
、過
去
５
年
の
間
に
捕

獲
し
た
鳥
獣
数
を
、捕
獲
方
法
、捕

獲
し
た
地
域
ご
と
に
分
類
し
た
資

料
を
提
出
の
う
え
、伺
い
た
い
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
村
内
の
被
害

範
囲
は
年
々
、拡
大
の一途
を
辿
っ
て

お
り
、特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
及
び

目
撃
情
報
は
数
多
く
役
場
に
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
都
度
、村
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
に
依
頼
し
、被
害
箇
所
の
見
回

り
や
ワ
ナ
の
設
置
、そ
し
て
捕
獲
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
、昨
年
度

は一昨
年
度
の
倍
以
上
の
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
し
、本
年
度
に
お
い
て
も
昨

年
同
等
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、

捕
獲
数
に
お
い
て
は一定
の
成
果
は

認
め
ら
れ
ま
す
が
、個
体
数
の
減
少

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
電
気
柵
や
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置

に
よ
る
被
害
の
防

除
対
策
及
び
鉄
砲

や
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲

対
策
の
双
方
か
ら

対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活

用
し
た
新
た
な
獣

害
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
18
日
の
福
島
民
友
の
記
事

に
、２
０
１
８
年
度
に
把
握
し
た
県

内
の
い
じ
め
件
数
は
、前
年
度
比
約

１・４
倍
の
６
，８
１
５
件
に
増
え
、

過
去
最
多
を
更
新
し
た
こ
と
が
、文

部
科
学
省
の
問
題
行
動・不
登
校
調

査
で
分
か
っ
た
、と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
い
じ
め
問
題
に
対

し
て
、現
在
、本
村
の
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
本
教
育
委
員
会
と
し
て
の
対
応

は
、い
じ
め
は
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

教
育
委
員
会
の
施
策
に
、道
徳
教
育

の
充
実
や
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
重
点
目
標
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
他
、平
成
30
年
に
天
栄
村
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
を
改
訂
し
、い
じ

め
の
未
然
防
止
に
関
す
る
対
応
や

案
件
発
生
時
の
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、近
年
増
加
し
て
い
る
携
帯

電
話
を
介
し
た
い
じ
め
へ
の
対
応
の

た
め
、メ
デ
ィ
ア
教
育
講
演
会
を
各

校
で
実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、メ

デ
ィ
ア
教
育
は
家
庭
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン・ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
使
い

方
に
関
す
る
文
書
や「
て
ん
え
い
親

子
で
つ
な
ぐ
７
つ
の
愛
言
葉
」を
各

家
庭
に
配
布
し
、思
い
や
り
を
育
む

家
庭
教
育
の
推
進
に
向
け
た
啓
蒙

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
い
じ
め
は
、ど
の
子
に
も
、ど
の
学

校
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

更
に
各
学
校
へ
の
指
導
や
道
徳
教
育

の
充
実
に
向
け
た
研
修
会
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、互
い

を
認
め
合
う
授
業
づ
く
り
や
心
の

教
育
の
充
実
を
目
指
し
た
支
援
を

継
続
し
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
、今

後
も
い
じ
め
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

い
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め
問
題
に

つ
い
て
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急こう配のため交通事故が懸念される村道芝草鎌房線

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
こ
の
路
線
は
、急
な
坂
道
で
あ
る

た
め
、冬
期
間
に
あ
っ
て
は
凍
結
す
る

と
大
変
危
険
な
通
行
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、新
道
路
の

建
設
を
県
に
要
請
し
、用
地
の
買
収

を
行
っ
て
早
や
８
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、未
だ
に
着
工
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。ま
た
、議
会
に
対
し
何
の
説
明
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
村
で
は
、県
へ
ど
の
よ
う
な

要
望
を
行
い
、県
か
ら
は
い
か
な
る

返
答
が
あ
っ
た
の
か
、そ
の
内
容
の
説

明
と
今
後
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
本
路
線
は
急
こ
う
配
の
た
め
、凍

結
に
よ
る
危
険
性
が
増
す
こ
と
も
あ

り
、特
に
慎
重
な
運
転
を
強
い
ら
れ

る
路
線
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
様
な
状
況
の
解
消
を
図

る
た
め
、調
査
設
計
業
務
を
、平
成
21

年
度
に
委
託
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
結
果
、概
算
で
約
10
億
円
の

工
事
費
が
か
か
る
と
の
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
た
た
め
、県
の
代
行
事
業

に
よ
る
事
業
実
施
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
県
か
ら
の
回
答
は
、「
県
代
行
事
業

の
要
望
の
声
も
多
く
、長
期
的
な
要

望
と
な
る
と
の
こ
と
。ま
た
、交
付
金

等
の
活
用
に
向
け
必
要
な
情
報
提
供

や
助
言
に
努
め
ま
す
。」と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
国
が
調
査
設
計
料
６
，５
０
０
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
こ
と

は
、県
も
承
知
し
て
い
る
の
に
採
択

が
さ
れ
な
い
と
は
、要
望
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
は
議
員
も
含
め
て
、積
極
的

な
要
望
活
動
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
県
の
代
行
事
業
に
こ

だ
わ
ら
ず
、他
に
良
い
補
助
事
業
が

あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、議
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
㈱
天
栄
村
振
興
公
社
の
平
成
30
年

度
の
決
算
書
が
、９
月
の
定
例
議
会

時
に
議
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
社
長
を
迎
え
、経
営
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、健
全
な
る

運
営
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、平

成
29
年
度
に
続
き
平
成
30
年
度
も

６
１
０
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
赤
字
決
算
と
な
っ
た

原
因
は
何
な
の
か
。ま
た
、今
後
ど
の

よ
う
な
運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
筆

頭
株
主
及
び
経
営
陣
の一人
と
し
て

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
度
の
赤
字
決
算
の
大
き
な
要

因
の一つ
と
し
て
は
、ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
天
栄
に
お
い
て
、暖
冬
に
よ
る
雪

不
足
に
よ
り
営
業
日
の
短
縮
を
余
儀

な
く
さ
れ
、ス
キ
ー
場
の
売
り
上
げ

が
大
幅
に
減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
大

き
な
原
因
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、二
期
連
続
の
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
誠
に
遺
憾
で
あ

り
、今
後
、人
件
費
等
経
費
の
削
減
及

び
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
経
営
の
改

善
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
赤
字
の
原
因
が
人
件
費
と
い
う
が
、

社
員
の
人
数
が
余
り
に
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。ま
た
、諸
規
程
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
か
、会
計
処
理
に

適
正
さ
を
欠
く
も
の
が
見
受
け
ら
れ

る
が
改
善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
諸
規
程
の
整
備
と
不
適
切
な
会
計

処
理
に
つ
い
て
は
早
急
に
改
善
を
図

る
よ
う
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
財
務
改
善
計
画
が
、取
締
役
会

に
お
い
て
承
認
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、人
件
費
を
含
め
費
用
の
節

減
を
図
り
、計
画
に
基
づ
い
て
赤
字

の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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長
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長
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議 

員

議 

員

教
育
長

　
年
々
、鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
ま
す
が
、こ
の
問
題
に
対
し

て
、村
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
、過
去
５
年
の
間
に
捕

獲
し
た
鳥
獣
数
を
、捕
獲
方
法
、捕

獲
し
た
地
域
ご
と
に
分
類
し
た
資

料
を
提
出
の
う
え
、伺
い
た
い
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
村
内
の
被
害

範
囲
は
年
々
、拡
大
の一途
を
辿
っ
て

お
り
、特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
及
び

目
撃
情
報
は
数
多
く
役
場
に
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
都
度
、村
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
に
依
頼
し
、被
害
箇
所
の
見
回

り
や
ワ
ナ
の
設
置
、そ
し
て
捕
獲
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
、昨
年
度

は一昨
年
度
の
倍
以
上
の
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
し
、本
年
度
に
お
い
て
も
昨

年
同
等
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、

捕
獲
数
に
お
い
て
は一定
の
成
果
は

認
め
ら
れ
ま
す
が
、個
体
数
の
減
少

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
電
気
柵
や
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置

に
よ
る
被
害
の
防

除
対
策
及
び
鉄
砲

や
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲

対
策
の
双
方
か
ら

対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活

用
し
た
新
た
な
獣

害
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
18
日
の
福
島
民
友
の
記
事

に
、２
０
１
８
年
度
に
把
握
し
た
県

内
の
い
じ
め
件
数
は
、前
年
度
比
約

１・４
倍
の
６
，８
１
５
件
に
増
え
、

過
去
最
多
を
更
新
し
た
こ
と
が
、文

部
科
学
省
の
問
題
行
動・不
登
校
調

査
で
分
か
っ
た
、と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
い
じ
め
問
題
に
対

し
て
、現
在
、本
村
の
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
本
教
育
委
員
会
と
し
て
の
対
応

は
、い
じ
め
は
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

教
育
委
員
会
の
施
策
に
、道
徳
教
育

の
充
実
や
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
重
点
目
標
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
他
、平
成
30
年
に
天
栄
村
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
を
改
訂
し
、い
じ

め
の
未
然
防
止
に
関
す
る
対
応
や

案
件
発
生
時
の
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、近
年
増
加
し
て
い
る
携
帯

電
話
を
介
し
た
い
じ
め
へ
の
対
応
の

た
め
、メ
デ
ィ
ア
教
育
講
演
会
を
各

校
で
実
施
し
て
い
る
と
と
も
に
、メ

デ
ィ
ア
教
育
は
家
庭
と
の
連
携
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン・ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
使
い

方
に
関
す
る
文
書
や「
て
ん
え
い
親

子
で
つ
な
ぐ
７
つ
の
愛
言
葉
」を
各

家
庭
に
配
布
し
、思
い
や
り
を
育
む

家
庭
教
育
の
推
進
に
向
け
た
啓
蒙

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
い
じ
め
は
、ど
の
子
に
も
、ど
の
学

校
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

更
に
各
学
校
へ
の
指
導
や
道
徳
教
育

の
充
実
に
向
け
た
研
修
会
の
実
施

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、互
い

を
認
め
合
う
授
業
づ
く
り
や
心
の

教
育
の
充
実
を
目
指
し
た
支
援
を

継
続
し
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
、今

後
も
い
じ
め
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

い
じ
め
問
題
に

つ
い
て

2
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対
策
に
つ
い
て

1議 

員

議 

員

村 

長 熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番

２６
４３
０
３７
６
０
０
１４
１７
１２

年度
捕獲頭数

捕
獲
方
法

捕
獲
地
区

箱わな
くくりわな
銃器
錯誤
広戸
大里
牧本
湯本

２７
１０１
１６
８４
１
０
１
２０
６９
１１

２８
１０５
１０
８６
９
０
０
２３
６６
１６

２９
７９
７
７０
２
０
１
１６
４５
１７

３０
１８９
０
１６６
２３
０
７
４０
９１
５１

合計
５１７
３３
４４３
４１
０
９
１１３
２８８
１０７

イノシシ（資料抜粋）

急こう配のため交通事故が懸念される村道芝草鎌房線

村
政
を
問
う

一
般
質
問

　
こ
の
路
線
は
、急
な
坂
道
で
あ
る

た
め
、冬
期
間
に
あ
っ
て
は
凍
結
す
る

と
大
変
危
険
な
通
行
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、新
道
路
の

建
設
を
県
に
要
請
し
、用
地
の
買
収

を
行
っ
て
早
や
８
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、未
だ
に
着
工
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。ま
た
、議
会
に
対
し
何
の
説
明
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
村
で
は
、県
へ
ど
の
よ
う
な

要
望
を
行
い
、県
か
ら
は
い
か
な
る

返
答
が
あ
っ
た
の
か
、そ
の
内
容
の
説

明
と
今
後
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
本
路
線
は
急
こ
う
配
の
た
め
、凍

結
に
よ
る
危
険
性
が
増
す
こ
と
も
あ

り
、特
に
慎
重
な
運
転
を
強
い
ら
れ

る
路
線
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
様
な
状
況
の
解
消
を
図

る
た
め
、調
査
設
計
業
務
を
、平
成
21

年
度
に
委
託
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
結
果
、概
算
で
約
10
億
円
の

工
事
費
が
か
か
る
と
の
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
た
た
め
、県
の
代
行
事
業

に
よ
る
事
業
実
施
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
県
か
ら
の
回
答
は
、「
県
代
行
事
業

の
要
望
の
声
も
多
く
、長
期
的
な
要

望
と
な
る
と
の
こ
と
。ま
た
、交
付
金

等
の
活
用
に
向
け
必
要
な
情
報
提
供

や
助
言
に
努
め
ま
す
。」と
の
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
国
が
調
査
設
計
料
６
，５
０
０
万

円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
こ
と

は
、県
も
承
知
し
て
い
る
の
に
採
択

が
さ
れ
な
い
と
は
、要
望
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
は
議
員
も
含
め
て
、積
極
的

な
要
望
活
動
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
県
の
代
行
事
業
に
こ

だ
わ
ら
ず
、他
に
良
い
補
助
事
業
が

あ
れ
ば
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、議
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
㈱
天
栄
村
振
興
公
社
の
平
成
30
年

度
の
決
算
書
が
、９
月
の
定
例
議
会

時
に
議
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
社
長
を
迎
え
、経
営
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、健
全
な
る

運
営
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、平

成
29
年
度
に
続
き
平
成
30
年
度
も

６
１
０
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
赤
字
決
算
と
な
っ
た

原
因
は
何
な
の
か
。ま
た
、今
後
ど
の

よ
う
な
運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
筆

頭
株
主
及
び
経
営
陣
の一人
と
し
て

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
度
の
赤
字
決
算
の
大
き
な
要

因
の一つ
と
し
て
は
、ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
天
栄
に
お
い
て
、暖
冬
に
よ
る
雪

不
足
に
よ
り
営
業
日
の
短
縮
を
余
儀

な
く
さ
れ
、ス
キ
ー
場
の
売
り
上
げ

が
大
幅
に
減
収
と
な
っ
た
こ
と
が
大

き
な
原
因
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、二
期
連
続
の
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
誠
に
遺
憾
で
あ

り
、今
後
、人
件
費
等
経
費
の
削
減
及

び
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
経
営
の
改

善
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
赤
字
の
原
因
が
人
件
費
と
い
う
が
、

社
員
の
人
数
が
余
り
に
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。ま
た
、諸
規
程
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
か
、会
計
処
理
に

適
正
さ
を
欠
く
も
の
が
見
受
け
ら
れ

る
が
改
善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
諸
規
程
の
整
備
と
不
適
切
な
会
計

処
理
に
つ
い
て
は
早
急
に
改
善
を
図

る
よ
う
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
て
い

ま
す
財
務
改
善
計
画
が
、取
締
役
会

に
お
い
て
承
認
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、人
件
費
を
含
め
費
用
の
節

減
を
図
り
、計
画
に
基
づ
い
て
赤
字

の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

総
務
課
長

　
村
に
お
い
て
は
、12
年
連
続
で
米
の

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、今
回
、金
賞
に
選
ば
れ
た
米
の

多
く
が「
ゆ
う
だ
い
21
」で
し
た
。し
か

し
、地
域
の
方
々
か
ら「
何
を
も
っ
て
天

栄
米
と
い
う
の
か
判
ら
な
い
」と
い
う

声
が
多
々
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、今
迄
の

天
栄
米
の
イ
メ
ー
ジ
と
少
し
異
な
る

気
が
致
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、天
栄
米
の
方
向
性
は
ど
う

目
指
す
の
か
、考
え
を
伺
い
た
い
。

　
今
回
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
84
点

の
応
募
が
あ
り
、コ
シ
ヒ
カ
リ
が
75
％
、

ゆ
う
だ
い
21
が
19
％
の
出
品
で
あ
り

ま
し
た
。ゆ
う
だ
い
21
は
品
質
に
優
れ
、

良
食
味
で
あ
り
、今
年
は
約
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
作
付
け
が
さ
れ
る
な
ど
、消

費
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
今
後
は
、コ
シ
ヒ
カ
リ
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
品
種
と
し
て「
ゆ
う
だ
い
21
」も

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
べ
く
、推
奨

し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
以
前
の
質
問
で「
天
栄
米
の
定
義

は
。」と
聞
い
た
際
、当
時
の
課
長
答
弁

で
は「
特
栽
米
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
。」

と
答
え
た
が
、今
で
も
そ
の
通
り
で
よ

ろ
し
い
か
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
加
え
、ゆ
う
だ
い
21

に
つ
い
て
も
天
栄
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
推

進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
に
１
５
０

万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
使
い
道
の
内
訳
は
。

　
ほ
ぼ
、米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
の
経

費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
を
使
い
、10
年
以
上
も
実
施
し

て
い
る
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
を
有
効
な

取
り
組
み
と
推
進
し
て
米
作
農
家
の
末

端
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
そ
の
声
は
多
く
あ
り
、今
後
検
討
課

題
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
台
風
19
号
や
度
重
な
る
豪
雨
等
に

よ
り
、全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
出

て
お
り
、災
害
に
対
す
る
備
え
は
急
を

要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。災
害
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
と
肝

に
銘
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
安
心
、安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、今
後
の
防
災・減
災
の
在
り
方

を
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

　
近
年
の
記
録
的
な
豪
雨
災
害
等
は

頻
繁
化
、激
甚
化
、広
域
化
し
、全
国
ど

こ
で
も
被
災
地
に
な
り
う
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。村
で
は
地
域
住
民
の
安
全

確
保
に
努
め
、自
分
や
家
族
の
身
の
安

全
を
守
る
取
り
組
み
や
お
互
い
に
助

け
合
う「
自
助・共
助
」も
重
要
で
あ
り
、

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
更
に
防
災
マ
ッ
プ
や
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
示
し
た
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配

布
し
、周
知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
及
び
土

石
流
危
険
渓
流
区
域
の
指
定
を
さ
れ
て

い
る
区
域
は
旧
村
単
位
で
何
地
域
か
。

　
湯
本
３
、牧
本
５
、大
里
３
、広
戸
３

の
合
計
14
地
域
で
す
。

　
台
風
19
号
の
避
難
者
約
２
０
０
名
の

中
に
指
定
地
域
の
住
民
は
何
名
い
た

の
か
。

　
92
名
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、大
雨
に
よ
り
床
上
、床
下
浸

水
が
予
想
さ
れ
る
家
庭
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
約
90
世
帯
、３
０
０
名
く
ら
い
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
防
災・減
災
の

在
り
方
に
つ
い
て
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9番活動村議会 議員の

▶新春賀詞交歓会／令和2年1月6日

年頭のあいさつを行う廣瀬議長

令和になって初の賀詞交歓会を開催
　令和2年1月6日（月）、天栄村山村開発センターにおいて、令
和2年天栄村賀詞交歓会が行われました。
　この賀詞交歓会は「天栄村・天栄村議会・天栄村商工会・夢みな
み農業協同組合天栄支店」が共催で行っており、新春を祝い明る
い村づくりに寄与することを目的として開催されております。
　年頭のあいさつでは、村議会を代表し、廣瀬議長より「今年は
オリンピックの年であり、これを契機として、今後の日本の安定
成長の弾みとなることを期待しています。また、我が村も東日本
大震災から９年目の春を迎え、鳳坂トンネルの掘削工事も順調に
進んでいますが、昨年の台風１９号による被害が発生しており、
議会としても１日でも早い復旧が成されるよう努力して参りま
す。」との挨拶がありました。

議会運営委員会▶議会運営委員会行政調査／令和元年11月27～28日

開成町議会議場にて

住民に開かれた議会を目指して
　議会運営委員会（小山克彦委員長）５名及び廣瀬議長は、議会運
営にかかる調査研究として、神奈川県開成町議会を視察しました。
　開成町議会は、６月定例会の一般質問を日曜日に実施し、町民の
方々に傍聴しやすい環境を整えたり、議会活動を町民に直接報告
する「議会報告会」を開催するなど、積極的な広聴活動に努めてい
ます。
　また、人口が増え続けている開成町では、町民同士の希薄化し
た人間関係をいかに繋いでいけるかが大きな課題であるとの報告
も受けました。

中之条ガーデンズにて

群馬県中之条町の花による町づくりについて視察
　鏡石町議会と天栄村議会の議員２２名で構成する岩瀬地方町村
議会議員協議会（会長：鏡石町議会古川議長）において視察研修を
実施しました。
　群馬県中之条町では、中之条ガーデンズと中之条山の上庭園を
核と位置付け、中之条ガーデンズに総工費５億7,000万円をかけ
整備を行い、現在は町直営で運営が行われております。維持管理
や運営について、農林課の職員より説明を受け、協議会委員より今
後の課題や運営形態などについて質問がありました。

▶岩瀬地方町村議会議員協議会視察研修／令和元年11月6～7日

天
栄
米
の

ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
つ
い
て

1

避難所が開設された大里小体育館
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産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

総
務
課
長

　
村
に
お
い
て
は
、12
年
連
続
で
米
の

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、今
回
、金
賞
に
選
ば
れ
た
米
の

多
く
が「
ゆ
う
だ
い
21
」で
し
た
。し
か

し
、地
域
の
方
々
か
ら「
何
を
も
っ
て
天

栄
米
と
い
う
の
か
判
ら
な
い
」と
い
う

声
が
多
々
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、今
迄
の

天
栄
米
の
イ
メ
ー
ジ
と
少
し
異
な
る

気
が
致
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、天
栄
米
の
方
向
性
は
ど
う

目
指
す
の
か
、考
え
を
伺
い
た
い
。

　
今
回
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
84
点

の
応
募
が
あ
り
、コ
シ
ヒ
カ
リ
が
75
％
、

ゆ
う
だ
い
21
が
19
％
の
出
品
で
あ
り

ま
し
た
。ゆ
う
だ
い
21
は
品
質
に
優
れ
、

良
食
味
で
あ
り
、今
年
は
約
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
作
付
け
が
さ
れ
る
な
ど
、消

費
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
今
後
は
、コ
シ
ヒ
カ
リ
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
品
種
と
し
て「
ゆ
う
だ
い
21
」も

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る
べ
く
、推
奨

し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
以
前
の
質
問
で「
天
栄
米
の
定
義

は
。」と
聞
い
た
際
、当
時
の
課
長
答
弁

で
は「
特
栽
米
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
。」

と
答
え
た
が
、今
で
も
そ
の
通
り
で
よ

ろ
し
い
か
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
加
え
、ゆ
う
だ
い
21

に
つ
い
て
も
天
栄
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
推

進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
に
１
５
０

万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
使
い
道
の
内
訳
は
。

　
ほ
ぼ
、米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
の
経

費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
を
使
い
、10
年
以
上
も
実
施
し

て
い
る
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
を
有
効
な

取
り
組
み
と
推
進
し
て
米
作
農
家
の
末

端
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
そ
の
声
は
多
く
あ
り
、今
後
検
討
課

題
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
台
風
19
号
や
度
重
な
る
豪
雨
等
に

よ
り
、全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
出

て
お
り
、災
害
に
対
す
る
備
え
は
急
を

要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。災
害
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
と
肝

に
銘
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
村
民
の
安
心
、安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、今
後
の
防
災・減
災
の
在
り
方

を
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

　
近
年
の
記
録
的
な
豪
雨
災
害
等
は

頻
繁
化
、激
甚
化
、広
域
化
し
、全
国
ど

こ
で
も
被
災
地
に
な
り
う
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。村
で
は
地
域
住
民
の
安
全

確
保
に
努
め
、自
分
や
家
族
の
身
の
安

全
を
守
る
取
り
組
み
や
お
互
い
に
助

け
合
う「
自
助・共
助
」も
重
要
で
あ
り
、

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
更
に
防
災
マ
ッ
プ
や
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
示
し
た
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配

布
し
、周
知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
及
び
土

石
流
危
険
渓
流
区
域
の
指
定
を
さ
れ
て

い
る
区
域
は
旧
村
単
位
で
何
地
域
か
。

　
湯
本
３
、牧
本
５
、大
里
３
、広
戸
３

の
合
計
14
地
域
で
す
。

　
台
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19
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の
避
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者
約
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０
名
の
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に
指
定
地
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の
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何
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た

の
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。

　
92
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が
避
難
さ
れ
ま
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た
。

　
今
後
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に
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予
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9番活動村議会 議員の

▶新春賀詞交歓会／令和2年1月6日

年頭のあいさつを行う廣瀬議長

令和になって初の賀詞交歓会を開催
　令和2年1月6日（月）、天栄村山村開発センターにおいて、令
和2年天栄村賀詞交歓会が行われました。
　この賀詞交歓会は「天栄村・天栄村議会・天栄村商工会・夢みな
み農業協同組合天栄支店」が共催で行っており、新春を祝い明る
い村づくりに寄与することを目的として開催されております。
　年頭のあいさつでは、村議会を代表し、廣瀬議長より「今年は
オリンピックの年であり、これを契機として、今後の日本の安定
成長の弾みとなることを期待しています。また、我が村も東日本
大震災から９年目の春を迎え、鳳坂トンネルの掘削工事も順調に
進んでいますが、昨年の台風１９号による被害が発生しており、
議会としても１日でも早い復旧が成されるよう努力して参りま
す。」との挨拶がありました。

議会運営委員会▶議会運営委員会行政調査／令和元年11月27～28日

開成町議会議場にて

住民に開かれた議会を目指して
　議会運営委員会（小山克彦委員長）５名及び廣瀬議長は、議会運
営にかかる調査研究として、神奈川県開成町議会を視察しました。
　開成町議会は、６月定例会の一般質問を日曜日に実施し、町民の
方々に傍聴しやすい環境を整えたり、議会活動を町民に直接報告
する「議会報告会」を開催するなど、積極的な広聴活動に努めてい
ます。
　また、人口が増え続けている開成町では、町民同士の希薄化し
た人間関係をいかに繋いでいけるかが大きな課題であるとの報告
も受けました。

中之条ガーデンズにて

群馬県中之条町の花による町づくりについて視察
　鏡石町議会と天栄村議会の議員２２名で構成する岩瀬地方町村
議会議員協議会（会長：鏡石町議会古川議長）において視察研修を
実施しました。
　群馬県中之条町では、中之条ガーデンズと中之条山の上庭園を
核と位置付け、中之条ガーデンズに総工費５億7,000万円をかけ
整備を行い、現在は町直営で運営が行われております。維持管理
や運営について、農林課の職員より説明を受け、協議会委員より今
後の課題や運営形態などについて質問がありました。

▶岩瀬地方町村議会議員協議会視察研修／令和元年11月6～7日
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主 な 内 容

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
に
な
って
初
正
月
、十
二
支
に
あ
っ

て
は
年
の
始
ま
り
の
子
の
歳
、西
暦
で
は

２
０
２
０
年
と
ゴ
ロ
合
い
の
良
さ
は
物
事

の
始
ま
り
と
し
て
縁
起
の
良
さ
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
今
年
の
３
月
に
改
選

と
な
り
ま
す
の
で
、広
報
委
員
も
今
回
限

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
と
し
て
、よ
り
良
い
紙
面
作

り
を
求
め
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
力
の
足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
私
ど
も
が
広
報
に
携
わ
っ
た
２
年
間
、

ご
愛
読
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
村
民
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ね

ニ 

ゼ
ロ 

ニ 

ゼ
ロ

■傍聴に関するお問い合わせは議会事務局へ ☎82-2101 ■議会ホームページ http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/

村内小中学生による模擬議会
［令和元年１２月２６日］

　１２月２６日（木）午前９時30分より、村内小中学生による模擬議会が議場
にて開催されました。
　昨年は中学校の生徒が参加しましたが、今年は小学生も交え１０名の小中
学生議員が議場へ参集しました。緊張した面持ちながらも、子ども達ならで
はの視点で一般質問を行い、村に対する疑問や提案など、活発な議論が交わされました。
　議会終了後には、廣瀬和吉議長より「部活や読書に関する質問から人口減少対策や福祉など、本村の課題ともいえ
る質問まで出て、子ども達の意識の高さに感心いたしました。本日の経験を今後の学校生活に活かしていただくとと
もに、天栄村の将来を担っていってもらいたい。」との講評がありました。

が村内小中学生 村 政 を 問 う

❶村施設でのボランティア活動について
❷吹奏楽部の楽器の購入について

森　優希さん（天栄中）1番
❶人口減少の現状と今後の予想について
❷人口減少の今後の対策について

田代博美さん（湯本小）6番

❶温泉施設の建設について
❷スポーツ施設の充実について

添田明悦君（天栄中）2番
❶台風および大雨被害に対する村の防災対策
について
❷避難所開設の判断基準と住民に対する的確
な避難所誘導について

星　雪音さん（湯本中）7番

❶商業施設の誘致について
❷買い物等の不便な状況について

佐藤未空さん（広戸小）3番
❶村のイベント開催について
❷鳳坂トンネル開通後における産業振興の計
画について

松川佳太君（天栄中）8番

❶大里地区の外灯設置計画について
❷道の駅季の里てんえい前の横断歩道設置
について

小針杏奈さん（大里小）4番
❶村の福祉施設について
❷今後の福祉施設や介護サービスについて

神尾朋哉君（天栄中）9番

❶村民や児童生徒に対する読書活動推進につ
いて
❷文化の森てんえい図書室の蔵書選定と蔵
書数について

廣瀬文佳さん（牧本小）5番
❶通信可能範囲の拡大について
❷村のインターネット通信環境の推進状況に
ついて

室井朱梨さん（湯本中）10番


